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(57)【要約】
様々なオーディオ信号のウォーターマーキングシステム
が知られており、デジタル符号化されたオーディオ信号
にも適用される。しかし、現在のオーディオ信号のウォ
ーターマーキングシステムでは、ウォーターマーク信号
及びそのウォーターマークペイロードは、非常に低ビッ
トレートの圧縮、特にパラメトリック符号化に耐え抜く
ことができない。本発明によれば、ウォーターマークが
埋め込まれた圧縮されていないオーディオ信号のビット
レートは、低ビットレート圧縮されているが、ウォータ
ーマーキングは除かれ、ウォーターマークのペイロード
のみが圧縮されたオーディオ信号のビットストリームと
共に送信される。デコーダ側で、受信されたオーディオ
信号のビットストリームは、送信されたウォーターマー
クのペイロードを使用して伸張され、再びウォーターマ
ークが埋め込まれる。有利なことに、圧縮されたビット
ストリームは送信前に暗号化されるため、圧縮されたビ
ットストリームにはウォーターマークが埋め込まれない
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低ビットレート符号化及び復号化された、ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ
又はビデオ信号から導出された、ウォーターマークが埋め込まれた復号化されたオーディ
オ又はビデオ信号を提供する方法であって、
　当該方法は、
　前記ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号を符号化し、前記ウォ
ーターマーク信号を取り出して、符号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供するステ
ップと、
　前記取り出したウォーターマーク信号を復号化して、含まれているウォーターマークの
ペイロードデータを提供するステップと、
　前記ウォーターマークのペイロードデータを符号化して、関連するウォーターマーク信
号を提供するステップと、
　前記符号化されたオーディオ又はビデオ信号を復号化し、前記ウォーターマーク信号を
埋め込んで、復号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供するステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　低ビットレート符号化された、ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ
信号から導出された、ウォーターマークが埋め込まれていない符号化されたオーディオ又
はビデオ信号を提供する方法であって、
　当該方法は、
　前記ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号を符号化し、前記ウォ
ーターマーク信号を取り出して、符号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供するステ
ップと、
　前記取り出したウォーターマーク信号を復号化して、含まれているウォーターマークペ
イロードデータを提供するステップと、
を含む方法。
【請求項３】
　符号化され、ウォーターマーク信号が取り出され、対応するウォーターマークペイロー
ドデータが提供される、ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号から
導出されたウォーターマークが復号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供する方法で
あって、
　当該方法は、
　前記ウォーターマークペイロードデータを符号化して、関連するウォーターマーク信号
を提供するステップと、
　前記符号化されたオーディオ又はビデオ信号を復号化し、前記ウォーターマーク信号を
埋め込んで、復号化されたウォーターマークされたオーディオ又はビデオ信号を提供する
ステップと、
を含む方法。
【請求項４】
　低ビットレート符号化及び復号化された、ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ
又はビデオ信号から導出される、ウォーターマークが復号化されたオーディオ又はビデオ
信号を提供するシステムであって、
　前記ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号を符号化し、前記ウォ
ーターマーク信号を取り出して、符号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供する手段
と、
　前記ウォーターマーク信号を復号化して、含まれているウォーターマークのペイロード
データを提供する手段と、
　前記ウォーターマークペイロードデータを符号化し、関連するウォーターマーク信号を
提供する手段と、
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　前記符号化されたオーディオ又はビデオ信号を復号化し、前記ウォータマーク信号を埋
め込んで、復号化されたウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号を提
供する手段と、
を含むシステム。
【請求項５】
　前記符号化は、低ビットレート符号化であり、
　前記符号化されたオーディオ又はビデオ信号において、前記ウォーターマーク信号が除
かれ、
　前記復号化は、低ビットレート復号化である、
請求項１乃至３の何れか記載の方法、又は請求項４記載のシステム。
【請求項６】
　前記低ビットレート符号化及び前記ウォーターマーキングの除去と共に、前記オーディ
オ又はビデオ信号は、ウォーターマークが埋め込まれることなしに、符号化された暗号化
されたオーディオ又はビデオ信号を提供するように暗号化され、
　前記符号化された暗号化されたオーディオ又はビデオ信号の前記低ビットレート復号化
と共に、前記オーディオ又はビデオ信号は、前記復号化されたウォーターマークが埋め込
まれたオーディオ又はビデオ信号を提供するように解読される、
請求項１乃至３の何れか記載の方法、又は請求項４又は５の何れか記載のシステム。
【請求項７】
　前記低ビットレート符号化及び前記ウォーターマークの除去と共に、前記オーディオ又
はビデオ信号は、ウォーターマークが埋め込まれることなしに、符号化された暗号化され
たオーディオ又はビデオ信号を提供するように、暗号化される、
請求項２及び５記載の方法。
【請求項８】
　前記符号化された暗号化されたオーディオ又はビデオ信号の前記低ビットレート復号化
と共に、前記オーディオ又はビデオ信号は、前記復号化されたウォーターマークが組み込
まれたオーディオ又はビデオ信号を提供するように解読される、
請求項３及び５記載の方法。
【請求項９】
　前記オーディオ符号化／復号化は、パラメトリック符号化／復号化である、
請求項１乃至３及び５乃至８の何れか記載の方法、又は請求項４乃至６の何れか記載のシ
ステム。
【請求項１０】
　前記オーディオ符号化／復号化は、ＡＡ＋、統合されたスピーチ及びオーディオコーダ
、ＣＥＬＰ、ＭＰＥＧ４パラメトリックオーディオ、ＳＢＲパラメトリックステレオ（Ｐ
Ｓ）又はｍｐ３ＰＲＯ符号化／復号化である、
請求項１乃至３及び５乃至８の何れか記載の方法、又は請求項４乃至６の何れか記載のシ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、符号化及び復号化されたウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビ
デオ信号から導出された、ウォーターマークが埋め込まれた復号化されたオーディオ又は
ビデオ信号を提供する方法及びシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　様々なオーディオ信号のウォーターマーキング（WM）システムが知られており、このＷ
Ｍシステムは、デジタル符号化されたオーディオ信号にも適用される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００３】
　しかし、現在のオーディオ信号のウォーターマーキングシステムでは、ウォーターマー
ク信号及びそのウォーターマークペイロードは、非常に低いビットレートオーディオ符号
化、特にパラメトリック符号化に耐え抜くことができない。これは、係るコーダによるウ
ォーターマークが埋め込まれたオーディオ信号の圧縮に続いて、ウォーターマークのペイ
ロードは、受信機又はデコーダ側でこれ以上取り出すことができないことを意味する。こ
れにより、（AA+，mp3PRO，統合されたスピーチ及びオーディオコーダのような）パラメ
トリックオーディオ符号化は、将来において益々使用されることになる。
【０００４】
　１つの使用のシナリオでは、専門の企業は、あるスタジオについてプレリリースＤＶＤ
のポストプロダクション及びオーサリングを行う。このスタジオは、コンテンツがインタ
ーネットにリークされた場合にリークを追跡することができるように、コンテンツにウォ
ーターマークが組み込まれることを要求する。映画の特定の言語のサブタイトルは、その
特定の言語を話している国における下請け業者により生成される。従って、オリジナル言
語のオーディオコンテンツはその下請け業者に送出される。高い帯域幅を使用することは
高価であるので、オーディオ信号はパラメトリック符号化を使用してコーデックにより強
く圧縮される。結果として、ウォーターマークは、もはや下請け業者が受信したコンテン
ツから取り出すことができない。専門の企業は、高品質又は準高品質（すなわち弱い圧縮
）のオーディオコンテンツを下請け業者に送出することでのみ、スタジオとの契約に従う
ことができ、これは、高価且つ多くの時間を要する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、ウォーターマークが埋め込まれた、特に低ビットレ
ートの、ウォーターマークペイロードをデコーダ側で検出することができる、符号化及び
復号化されたオーディオ信号を提供することにある。この課題は、請求項１乃至３におい
て開示された方法により解決される。対応するシステムは、請求項４に開示される。
【０００６】
　本発明によれば、ウォーターマークが埋め込まれた圧縮されていないオーディオビット
ストリームは、特に低ビットレートで符号化されているが、ウォーターマーク信号は、取
り出され（及び符号化されたオーディオ信号において除かれ）、復号化されたウォータマ
ーク信号のペイロードのみが符号化されたオーディオ信号ビットストリームと共に送信又
は転送される。デコーダ側で、受信されたオーディオ信号のビットストリームは、伸張さ
れ、送信されたウォータマークのペイロードを使用して再びウォーターマークが埋め込ま
れる。
【０００７】
　本発明は、小さなオーディオ信号のファイルサイズのようなパラメトリック又は他の低
ビットレート符号化の利点と、コンテンツの追跡可能性のようなウォーターマーキングの
利点とを結合する。
【０００８】
　原理的に、本発明の方法は、低ビットレート符号化及び復号化された、ウォーターマー
クが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号から導出される、ウォーターマークが埋め込
まれた復号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供するために適しており、本方法は、
以下のステップを含む。前記ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号
を符号化して、符号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供するように、ウォーターマ
ーク信号を取り出すステップ。含まれているウォータマークのペイロードデータを提供す
るように、前記取り出したウォーターマーク信号を復号化するステップ。関連するウォー
タマーク信号を提供するように、前記ウォータマークペイロードデータを符号化するステ
ップ。前記符号化されたオーディオ又はビデオ信号を復号化して、これにより復号化され
たウォータマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号を提供するように、前記ウォ
ーターマーク信号を埋め込むするステップ。
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【０００９】
　原理的に、本発明のシステムは、低ビットレート符号化及び復号化された、ウォーター
マークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号から導出された、ウォーターマークが埋
め込まれた復号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供するために適しており、本シス
テムは、前記ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号を符号化して、
符号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供するように、ウォーターマーク信号を取り
出す手段。含まれているウォーターマークのペイロードデータを提供するように、取り出
したウォーターマーク信号を復号化する手段。関連するウォーターマーク信号を提供する
ように、前記ウォーターマークペイロードデータを符号化する手段。前記符号化されたオ
ーディオ又はビデオ信号を復号化して、復号化されたウォーターマークが組み込まれたオ
ーディオ又はビデオ信号を提供するように、前記ウォーターマーク信号を埋め込むステッ
プ。
【００１０】
　本発明の有利な更なる実施の形態は、それぞれの従属の請求項において開示される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　本発明の例示的な実施の形態は、以下の添付図面を参照して記載される。
【図１】本発明に係るシステムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１において、オリジナルのオーディオ信号ＯＡＳは、既知のウォーターマーキング埋
め込み手段のステージ又はステップ１０でウォーターマークが埋め込まれ、本発明に係る
システム１に入力する。ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ信号ＷＭＡＳは、オ
ーディオ信号エンコーダ及びウォーターマーキング検出手段及び除去手段のステージ又は
ステップ１１でエンコードされ、ウォータマーキング信号は、個別の使用のために取り出
され、オーディオ信号から除かれる。取り出されたウォーターマーキング信号は、ウォー
ターマークデコーダステージ又はステップ１２に供給される。エンコードされたオーディ
オ信号ＥＡＳは、対応するオーディオ信号デコーダ及びウォーターマーク埋め込み手段の
ステージ又はステップ１３に転送又は送信され、オーディオ信号デコーダ及びウォーター
マーク埋め込み手段は、圧縮されていないオーディオをデコードし、同時に、ウォーター
マーキング信号を埋め込み、デコードされ、ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ
信号ＷＭＤＡＳを出力する。ウォーターマークデコーダステージ／ステップ１２でデコー
ドされたＷＭペイロードデータＷＭＰは、対応するウォーターマークエンコーダステージ
又はステップ１４に転送又は送信され（例えばＥＡＳストリームに埋め込まれ）、ウォー
ターマークエンコーダは、ステップ／ステージ１３に埋め込むべきウォーターマーキング
信号を供給する。
【００１３】
　好ましくは、オーディオ信号符号化及び復号化は、低ビットレート符号化及び復号化で
ある。用語「低ビットレート」は、符号化されたオーディオ又はビデオ信号のコードにつ
いて埋め込まれた更なるウォーターマーク、オーディオ又はビデオ信号の後続する復号化
が、これ以上検出されないか又は有効に評価されないように低いビットレート、すなわち
例えば２４ｋＢｉｔ／ｓから６ｋＢｉｔ／ｓの範囲以下の符号化されたオーディオ信号の
データレートを意味する。何れか残りのウォーターマーク信号の部分が受信側でウォータ
ーマーキングを乱す可能性がある場合、ウォーターマーキング信号は、オーディオ信号を
符号化するときに除かれる。代替として、オーディオ信号の符号化及び復号化は、先の意
味において低ビットレートの符号化／復号化ではない。係るケースでは、ウォーターマー
ク信号は、オーディオ信号を符号化するときに除かれる必要がある。
【００１４】
　有利なことに、符号化されたオーディオ信号のデータレートは、ＷＭペイロードデータ
の埋め込みから大幅に増加しない。これは、ＷＭペイロードデータＷＭＰのデータレート



(6) JP 2013-531272 A 2013.8.1

10

20

30

は、符号化されたオーディオ信号ＥＡＳを表すオーディオ符号化パラメータのデータレー
トよりも非常に低いためである。
【００１５】
　本発明の処理は、圧縮されていない領域で実行されるため、使用されるパラメトリック
エンコーダ／デコーダとは独立である。
【００１６】
　圧縮されていないオーディオ信号は、常にウォータマークが組み込まれる。圧縮されて
いないオーディオ信号は、有益になる前に伸張されるため（例えばこのオーディオ信号を
聴くため）、ウォータマークが埋め込まれていない圧縮された領域において、あるタイプ
のプロテクションが存在する。
【００１７】
　本発明の処理は、通信チェイン及びオーディオエンコーダ／ＷＭ検出手段１１、伝送チ
ャネル及びオーディオデコーダ／ＷＭ埋め込み手段１３は完全に制御することができると
いう条件下で良好に動作する。伝送チャネル又は伝送線路を制御することができず、且つ
標準的なオーディオコーデックスが使用される場合、敵対者は、ビットストリームを読ん
で、ＷＭ埋め込み手段なしに標準的なオーディオデコーダを使用して、ウォーターマーク
が埋め込まれたバージョンのオーディオ信号を作成することができる。従って、オーディ
オエンコーダ／ＷＭ検出手段は、ビットストリームＥＡＳ及びおそらくウォーターマーク
ペイロードＷＭＰが暗号化されるように、既知の暗号化モジュールをも含むことができる
。オーディオデコーダ／ＷＭ埋め込み手段１３は、暗号化されたビットストリームが解読
、復号化及びウォーターマークが埋め込まれるように、対応する解読モジュールを含む。
復号化は解読にリンクされるため、復号化の間のウォーターマークの埋め込みが強制的に
レンダリングされるように、ウォーターマークは、解読及び伸張と共に埋め込まれる。こ
れは、パラメトリックデータ（パラメトリック圧縮データ、ウォーターマーク）から統合
されたマルチメディア信号（ウォーターマークが埋め込まれた復号化されたオーディオ）
へのセキュアな方式での変換を表す。
【００１８】
　オーディオ符号化／復号化は、例えばＡＡＣ＋、統合されたスピーチ及びオーディオコ
ーダ、ＣＥＬＰ、ＭＰＥＧ４パラメトリックオーディオ、ＳＢＲパラメトリックステレオ
（ＰＳ）、又はｍｐ３ＰＲＯ符号化／復号化である。
【００１９】
　オーディオ信号の代わりに、本発明は、ビデオ信号に関連し、低ビットレートのオーデ
ィオ符号化／復号化は、低ビットレートビデオ符号化／復号化により置き換えられる。　
　オーディオ又はビデオ信号は、フレーム毎に符号化／復号化することができ、ウォータ
ーマーク信号のセクションは、これらのフレームに割り当てられる。
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【図１】

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月4日(2012.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低ビットレート符号化及び復号化された、ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ
又はビデオ信号から導出された、ウォーターマークが埋め込まれた復号化されたオーディ
オ又はビデオ信号を提供する方法であって、
　当該方法は、
　前記ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号を符号化し、前記ウォ
ーターマーク信号を取り出して、符号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供するステ
ップと、
　前記取り出したウォーターマーク信号を復号化して、含まれているウォーターマークの
ペイロードデータを提供するステップと、
　前記ウォーターマークのペイロードデータを符号化して、関連するウォーターマーク信
号を提供するステップと、
　前記符号化されたオーディオ又はビデオ信号を復号化し、前記ウォーターマーク信号を
埋め込んで、復号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供するステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　低ビットレート符号化された、ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ
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信号から導出された、ウォーターマークが埋め込まれていない符号化されたオーディオ又
はビデオ信号を提供する方法であって、
　当該方法は、
　前記ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号を符号化し、前記ウォ
ーターマーク信号を取り出して、符号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供するステ
ップと、
　前記取り出したウォーターマーク信号を復号化して、含まれているウォーターマークペ
イロードデータを提供するステップと、
を含む方法。
【請求項３】
　符号化され、ウォーターマーク信号が取り出され、対応するウォーターマークペイロー
ドデータが提供される、ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号から
導出されたウォーターマークが復号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供する方法で
あって、
　当該方法は、
　前記ウォーターマークペイロードデータを符号化して、関連するウォーターマーク信号
を提供するステップと、
　前記符号化されたオーディオ又はビデオ信号を復号化し、前記ウォーターマーク信号を
埋め込んで、復号化されたウォーターマークされたオーディオ又はビデオ信号を提供する
ステップと、
を含む方法。
【請求項４】
　前記符号化は、低ビットレート符号化であり、
　前記符号化されたオーディオ又はビデオ信号において、前記ウォーターマーク信号が除
かれ、
　前記復号化は、低ビットレート復号化である、
請求項１乃至３の何れか記載の方法。
【請求項５】
　前記低ビットレート符号化及び前記ウォーターマーキングの除去と共に、前記オーディ
オ又はビデオ信号は、ウォーターマークが埋め込まれることなしに、符号化された暗号化
されたオーディオ又はビデオ信号を提供するように暗号化され、
　前記符号化された暗号化されたオーディオ又はビデオ信号の前記低ビットレート復号化
と共に、前記オーディオ又はビデオ信号は、前記復号化されたウォーターマークが埋め込
まれたオーディオ又はビデオ信号を提供するように解読される、
請求項１乃至４の何れか記載の方法。
【請求項６】
　前記低ビットレート符号化及び前記ウォーターマークの除去と共に、前記オーディオ又
はビデオ信号は、ウォーターマークが埋め込まれることなしに、符号化された暗号化され
たオーディオ又はビデオ信号を提供するように、暗号化される、
請求項４記載の方法。
【請求項７】
　前記符号化された暗号化されたオーディオ又はビデオ信号の前記低ビットレート復号化
と共に、前記オーディオ又はビデオ信号は、前記復号化されたウォーターマークが埋め込
まれたオーディオ又はビデオ信号を提供するように解読される、
請求項４記載の方法。
【請求項８】
　前記オーディオ符号化／復号化は、パラメトリック符号化／復号化である、
請求項１乃至７の何れか記載の方法。
【請求項９】
　前記オーディオ符号化／復号化は、ＡＡ＋、統合されたスピーチ及びオーディオコーダ
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、ＣＥＬＰ、ＭＰＥＧ４パラメトリックオーディオ、ＳＢＲパラメトリックステレオ（Ｐ
Ｓ）又はｍｐ３ＰＲＯ符号化／復号化である、
請求項１乃至７の何れか記載の方法。
【請求項１０】
　低ビットレート符号化及び復号化された、ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ
又はビデオ信号から導出される、ウォーターマークが復号化されたオーディオ又はビデオ
信号を提供するシステムであって、
　前記ウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号を符号化し、前記ウォ
ーターマーク信号を取り出して、符号化されたオーディオ又はビデオ信号を提供する手段
と、
　前記ウォーターマーク信号を復号化して、含まれているウォーターマークのペイロード
データを提供する手段と、
　前記ウォーターマークペイロードデータを符号化し、関連するウォーターマーク信号を
提供する手段と、
　前記符号化されたオーディオ又はビデオ信号を復号化し、前記ウォータマーク信号を埋
め込んで、復号化されたウォーターマークが埋め込まれたオーディオ又はビデオ信号を提
供する手段と、
を含むシステム。
【請求項１１】
　前記符号化は、低ビットレート符号化であり、
　前記符号化されたオーディオ又はビデオ信号において、前記ウォーターマーク信号が除
かれ、
　前記復号化は、低ビットレート復号化である、
請求項１０記載のシステム。
【請求項１２】
　前記低ビットレート符号化及び前記ウォーターマーキングの除去と共に、前記オーディ
オ又はビデオ信号は、ウォーターマークが埋め込まれることなしに、符号化された暗号化
されたオーディオ又はビデオ信号を提供するように暗号化され、
　前記符号化された暗号化されたオーディオ又はビデオ信号の前記低ビットレート復号化
と共に、前記オーディオ又はビデオ信号は、前記復号化されたウォーターマークが埋め込
まれたオーディオ又はビデオ信号を提供するように解読される、
請求項１１記載のシステム。
【請求項１３】
　前記オーディオ符号化／復号化は、パラメトリック符号化／復号化である、
請求項１０乃至１２の何れか記載のシステム。
【請求項１４】
　前記オーディオ符号化／復号化は、ＡＡ＋、統合されたスピーチ及びオーディオコーダ
、ＣＥＬＰ、ＭＰＥＧ４パラメトリックオーディオ、ＳＢＲパラメトリックステレオ（Ｐ
Ｓ）又はｍｐ３ＰＲＯ符号化／復号化である、
請求項１０乃至１２の何れか記載のシステム。
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